
新
た
な
日
常
生
活
の
確
立

地
方
財
政
へ
の
影
響

避
難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策

中
小
企
業
等
の
支
援

観
光
産
業
の
モ
デ
ル
構
築

学
習
環
境
の
整
備

特
殊
詐
欺
へ
の
対
策

医
療
提
供
体
制

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

選
挙
区
　
鳥
取
市

中
島
　
規
夫 
議
員

■問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終

息
す
る
ま
で
の
間
、
い
か
に
新
た
な
日
常

生
活
を
つ
く
り
あ
げ
て
、
社
会
経
済
活
動

を
取
り
戻
し
て
い
く
の
か
。

■答 

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
病
床
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
躊
躇
な
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
実
施
に
よ
り
感
染
を
早
期
探
知
し
医
療

的
ケ
ア
を
実
施
す
る
な
ど
、
次
の
波
に
備

え
た
医
療
体
制
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
鳥

取
県
コ
ロ
ナ
に
打
ち
克
つ
新
し
い
県
民
生

活
推
進
本
部
を
設
置
し
、
業
界
毎
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

等
に
よ
り
、
衛
生
環
境
が
整
っ
た
新
し
い

企
業
ス
タ
イ
ル
や
生
活
ス
タ
イ
ル
を
確
立

し
、
活
動
の
レ
ベ
ル
を
徐
々
に
上
げ
て
い

く
。

■問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
今
年
度
の
歳
入
予
算
の
見
込
み
と
不
足

し
た
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

■答 

通
常
、
約
８
０
０
億
円
の
税
収
を
見

込
ん
で
い
る
が
、
２
０
０
億
円
程
度
減
額

の
見
込
み
。
借
金
を
し
て
後
年
度
精
算
す

る
減
収
補
填
債
や
企
業
等
の
納
税
の
徴
収

猶
予
に
対
す
る
起
債
等
に
よ
り
今
年
度
は

対
応
予
定
。
次
年
度
以
降
の
財
源
措
置
に

つ
い
て
も
、
全
国
知
事
会
等
を
通
じ
て
国

に
提
言
し
て
い
く
。

■問 

本
県
の
医
療
提
供
体
制
の
総
括
と
感

染
拡
大
に
備
え
た
対
応
方
針
は
。

■答 

現
在
、
３
２
２
床
の
病
床
と
軽
症
者

用
の
ホ
テ
ル
等
を
７
０
０
室
確
保
し
、
ト

リ
ア
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
重
症
度
に
応

じ
た
病
床
等
の
振
り
分
け
の
仕
組
み
を
構

築
し
た
。
今
後
の
戦
略
と
し
て
、
専
門
家

チ
ー
ム
を
発
足
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
や

福
祉
施
設
等
の
感
染
防
止
指
導
を
実
施
す

る
。 

Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ（※

）
の
体
制
拡
充
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
機
の
台
数
を
倍
に
増
や
す
な
ど
検

査
体
制
も
拡
充
す
る
。

■問 

出
水
期
や
大
規
模
災
害
に
備
え
、
避

難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

■答 

４
月
補
正
を
活
用
し
、
市
町
村
向
け

の
感
染
症
対
策
の
補
助
制
度
を
作
る
と
と

も
に
、
複
数
の
避
難
所
の
設
置
や
衛
生
対

策
を
盛
り
込
む
な
ど
、
避
難
所
対
策
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
向
け
た
指
導
を
行
い
、

い
ま
市
町
村
で
検
討
を
急
い
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

■問 

戦
後
最
大
の
経
済
危
機
に
あ
た
り
、

県
経
済
を
ど
の
よ
う
に
立
て
直
し
て
い
く

の
か
。

■答 

国
の
持
続
化
給
付
金
や
家
賃
補
助
、

雇
用
調
整
助
成
金
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
社

会
保
険
労
務
士
や
行
政
書
士
の
協
力
を
得

て
、
東
中
西
部
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。無
保
証
料
、

無
利
子
化
し
た
５
０
０
億
円
を
超
え
る
融

資
を
は
じ
め
、
一
事
業
所
10
万
円
の
緊
急

支
援
や
家
賃
等
固
定
費
に
活
用
可
能
な
応

援
金
な
ど
、
県
独
自
の
支
援
も
進
め
て
い

る
。

■問 

ウ
イ
ル
ス
と
共
存
す
る
観
光
産
業
の

モ
デ
ル
を
い
か
に
構
築
す
る
か
。

■答 

未
だ
感
染
拡
大
の
不
安
が
あ
る
た
め
、

＃
Ｗ
ｅ 

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
鳥
取
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

に
よ
り
、
ま
ず
県
内
観
光
を
活
性
化
し
、

鎮
静
化
の
状
況
を
見
な
が
ら
、中
国
地
方
、

関
西
エ
リ
ア
な
ど
段
階
的
に
観
光
振
興
を

広
げ
て
い
く
。

■問 

今
後
の
感
染
発
生
時
に
必
要
と
な
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
体
制
で
向
か
う
の
か
。

■答 

（
教
育
長
）４
月
の
臨
時
休
業
等
の
期

間
中
、県
立
高
校
24
校
中
21
校
が
実
施
し
、

各
学
校
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
動
画
で
共
有
し
た
。

課
題
解
決
に
向
け
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
増
員
に
よ
る
研
修
強
化

な
ど
、
全
て
の
学
校
で
対
応
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
く
。
小
中
学
校
に
つ
い
て
も
、

市
町
村
教
育
委
員
会
と
議
論
し
、
県
立
高

校
と
同
様
に
教
職
員
の
研
修
や
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
実
施
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

■問 

特
別
定
額
給
付
金
な
ど
を
装
っ
た
特

殊
詐
欺
へ
の
対
策
は
。

■答 

（
警
察
本
部
長
）特
殊
詐
欺
被
害
の
防

止
に
は
犯
行
手
口
の
周
知
と
水
際
対
策
が

重
要
で
あ
り
、
各
種
媒
体
を
活
用
し
た
広

報
活
動
や
水
際
対
策
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
店

等
で
の
声
掛
け
の
働
き
か
け
な
ど
、
引
き

続
き
被
害
防
止
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

※ ECMO：体外式膜型人工肺。静脈から血液を抜いて、人工肺に送り、血液を酸素化し体に戻す装置のこと。

一 般 質 問

■問 ①９月入学制の是非につい
て全国知事会、市長会、町村会
と連携を図って調査研究してい
ただきたい②緊急事態でも等し
く学ぶことができる学習環境整
備をどう考えるか教育長に問う。
■答 ①高等教育の在り方研究会
をつくるなど、幅広い議論を国
全体でやるよう知事会の中で発
言していく②（教育長）学校が求
められている役割を認識して緊
急事態という逆境を子どもたち
の学びに変えていけるような県
の教育でありたい。関係機関と
共有し連携して取組を進めたい。

鹿島　功 議員
選挙区　西伯郡
会　派　自由民主党

９月入学制議論と
子どもの学習機会確保

■問 ①経済回すためコロナ関連
の丁寧な広報を②一次産業の人
手不足を補う副業奨励を③面会
制限や孤独解消にオンライン会
話等のICT教室を④大企業が内
部留保を貯めなくても良い政策
転換を国へ要望⑤県や市町村職
員の率先した県内消費の奨励を。
■答 ①確度の高い情報であれば
随時提供したい②企業・産業同
士の支え合いネットワーク構築
を応援③市町村や施設に勧める
④国全体の運動へと政府に申し
上げる⑤内発的な職員の動きを
応援していく。

福浜　隆宏 議員
選挙区　鳥取市
会　派　無所属

①広報 ②副業 ③ICT教室
④内部留保 ⑤消費

■問 コロナ後の新しい生活をよ
り良いものにするために、住民
参画、住民目線による未来社会
の実現を目指すスーパーシティ
構想に他地域に先駆けて取り組
むべきだが知事の所見は。
■答 議員からこのような将来構
想について度々提言いただいて
いるが、このスーパーシティ構
想への取組により、重点的な規
制緩和が図られ、地方創生の交
付金などの重点配分によって財
源的にも事業が進めやすくなる
ため、早速、県内市町村と実証
の相談に入りたいと考える。

島谷　龍司 議員
選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

スーパーシティ構想実現
の取組について

会派正式名称
【自由民主党】
　鳥取県議会自由民主党
【会 派 民 主】
　会派民主
【公　明　党】
　公明党鳥取県議会議員団

答弁者は、記載のないもの
は知事（各部局長の答弁も
含む）。教育長、警察本部長
は知事の部局ではないため、
別に表記した。

答弁者説明

■問 エアコンの使用により契約
電力をオーバーした部分につい
ては補填すべきではないか。
■答 （教育長）しっかりと予算を確
保させていただきながら、でき
る限り対応していく。
■問 高校でバンド活動等をして
いる子たちの発表の場は、学校
祭が縮小された場合ほぼ無くな
る。文化振興の観点からも県と
して手助けすべきではないか。
■答 大人たちの責任において、
子供たちの最後の発表の場を確
保してあげたい。できる限り支
援をさせていただきたい。

松田　正 議員
選挙区　米子市
会　派　自由民主党

県立高校の熱中症対策
子供たちにチャンスを

　６月定例会では、28人の議員が一般質問を行いました。
　本紙では、各議員の質問の中から、質問と答弁の要旨を
掲載します。
　また、議事録の全文は、県議会ホームページからご覧い
ただけます。
※掲載に時間がかかる場合があります。
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一
般
質
問

議
会
改
革

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

代
表
質
問


